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今回の表紙はキッズジョブ
2011。仕事体験などを通して、子
どもたちに将来の仕事について考
えてもらおうと企画されました。
会場の子どもたちは、みんな目を
キラキラさせ、希望に満ちあふれ
た顔をしていました。うれしそう

人 口 261,185人 （前月比－61）
男 129,388人 （－53）
女 131,797人 （－ 8）
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ディアナ号のいかり引き揚げ
昭和51年 8月
（田子の浦港）

いかりの引き揚げに2
回とも携わった

平
成
23
年
9
月
5
日
号
（
毎
月
5
日
・
20
日
発
行
）

に仕事に取り組んでいる様子を見
ると、忘れがちな初心を思い出さ
せてくれます。子どもたちが大人
になっても、今の気持ちをずっと
持ち続けていられるような社会を、
大人たちがつくっていきたいです
ね。（モリモリ）

約
1
5
0
年
前
、
三
四
軒
屋
沖
に
旧
ロ
シ
ア

軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
が
嵐
で
沈
没
し
た
話
は
、
祖

父
や
父
か
ら
よ
く
聞
か
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

私
の
家
は
、
先
祖
代
々
漁
師
で
シ
ラ
ス
漁
な

ど
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
海
底
に
沈
ん
で
い
る

デ
ィ
ア
ナ
号
の
い
か
り
で
漁
網
が
破
ら
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
29
年
、
1
回
目
の
い
か
り
引
き
揚
げ
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
も
父
と
一
緒
に
参
加

し
、
見
事
引
き
揚
げ
に
成
功
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
海
底
に
は
漁
師
た
ち
か
ら
「
唐
人

の
根
っ
こ
」
と
呼
ば
れ
た
い
か
り
が
も
う
一
つ

あ
っ
て
、
漁
の
障
害
に
な
り
続
け
ま
し
た
。

昭
和
51
年
8
月
3
日
、
2
回
目
の
い
か
り
引

き
揚
げ
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
や
田
子
の

浦
漁
業
協
同
組
合
な
ど
大
勢
の
人
が
協
力
を
し

ま
し
た
。
私
は
作
業
の
指
揮
を
と
り
ま
し
た
が
、

朝
か
ら
悪
天
候
で
雨
風
が
強
か
っ
た
り
、
い
か

り
を
引
き
揚
げ
る
た
め
の
ワ
イ
ヤ
ー
が
切
れ
て

し
ま
っ
た
り
と
難
航
し
ま
し
た
。
よ
う
や
く
お

昼
ご
ろ
、
上
の
写
真
の
と
お
り
、
田
子
の
浦
港

の
中
央
埠
頭
に
引
き
揚
げ
ら
れ
ま
し
た
。

い
か
り
は
、
地
元
か
ら
の
要
望
で
三
四
軒
屋

緑
道
公
園
に
移
さ
れ
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
の

銅
像
と
と
も
に
今
も
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

8:30～19:00
受付時間

8:30～19:00
受付時間

齋藤 久
ひさし

さん
（宮島）

長
年
の
念
願
だ
っ
た
い
か
り
引
き
揚
げ

●ディアナ号の遭難について
1854年、日本との友好関係を求めるため下
田港に入港していた、プチャーチン提督率い
る旧ロシア軍艦ディアナ号が、安政の大地震
による大津波で大破しました。
ディアナ号は、修理のため戸田港に向けて
出航しましたが、嵐に遭い、三四軒屋沖まで
流されてしまいました。
漂着したディアナ号を発見した地元の人々
は、船員たちを命がけで救助しました。

 


